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１．はじめに 
 グローバル COE プロジェクトとして ARS GCOE が平成 21 年度から動き出した。このプ
ロジェクトの運営・広報等に利用するサーバとして、独自にサーバを構築するのではな









図１ vm サーバへの log in ウィンド 
 Tera Term を用いた一般的な log in 
 


























含めた総所有コスト（Total Cost of Ownership : TCO）が非常に低いものとなる。 





 今回、提供される OSが Red Hat系 linux
であったため、Fedora（中折れ帽子という
意味がある。Red Hat から派生したフリー































































































 その様な場合でも、極力 srpmファイルからのリビルド等により rpmファイルの作成
を行い、rpmを用いたパッケージ管理の徹底を行いたいと考えている。 
 
６．おわりに 
 今回の業務では、サーバの構築を１から実施したわけではなく、利用可能な状態にま
でセッティングされた仮想サーバのセッティングを行った。このため、機器の相性やイ
ンストール作業等の初期作業の手間を大幅に減らすことができた。また、メディアセン
ターのサポートも仰げたため、非常に簡便に必要機能のインストール・設定ができた。 
 現物のサーバが手元に無く、物理的にハードウェアの増設が難しい場合もあるが、導
入・運用コストを含めた TCO の縮減や上述のメリットを考慮すると、今回のような使
用目的であれば十分コストエフェクティブなサーバであると言える。 
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